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(57)【要約】
【課題】ユーザが視聴傾向の蓄積に関する処理を意識す
ることなく、ユーザ嗜好に合致した番組の開始を通知す
ることができるデジタル放送受信機を提供する。
【解決手段】番組に関する操作入力、番組情報及び視聴
時間から番組の視聴傾向を規定する蓄積条件を設定して
おき、番組ごとの蓄積条件との合致回数に対して、合致
した蓄積条件の出現回数に応じた重み付けを施した値を
嗜好指数として算出するとともに、番組情報と番組ごと
の嗜好指数とを関連付けてメモリ１１に記憶し、メモリ
１１に記憶した番組の開始時刻になると、ディスプレイ
９ａの画面通知及びスピーカ８ａの音声通知の少なくと
も一方によって、嗜好指数に応じた番組の開始通知を実
行する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送局からデジタル放送を受信する受信部と、前記デジタル放送を復調する復調部と、
前記復調部が復調した復調信号から映像信号及び音声信号を再生する再生部と、前記映像
信号を画面表示する表示部と、前記音声信号を音声出力する音声出力部と、外部から操作
入力を受け付ける操作入力受信部とを備えたデジタル放送受信機において、
　前記操作入力受信部を介した番組に関する操作入力、前記復調信号に含まれる番組情報
及び視聴時間から番組の視聴傾向を規定する蓄積条件が予め設定されており、前記番組ご
との前記蓄積条件との合致回数に対して、合致した蓄積条件の出現回数に応じた重み付け
を施した値を嗜好指数として算出する嗜好解析部と、
　前記番組情報と前記番組ごとの嗜好指数とを関連付けて記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された番組の開始時刻になると、前記表示部の画面通知及び前記音声
出力部の音声通知の少なくとも一方によって、前記嗜好指数に応じた前記番組の開始通知
を実行するスケジュール制御部とを備えたことを特徴とするデジタル放送受信機。
【請求項２】
　蓄積条件は、録画予約操作された番組であるか否か、録画予約され、かつ視聴された番
組であるか否か、番組情報から抽出された電子番組表の放送内容が読み出された番組であ
るか否か、所定時間内に再度選局された番組であるか否か、前記番組情報から抽出された
番組の検索条件が現在視聴中の番組と同一の番組であるか否か、所定時間視聴を継続した
番組であるか否かであることを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
【請求項３】
　スケジュール制御部は、記憶部に記憶された番組の開始時刻になると、操作入力受信部
で受け付けた画面通知又は音声通知を指定する操作入力に応じて、表示部の画面通知又は
音声出力部の音声通知により、前記番組の開始通知を実行することを特徴とする請求項１
又は請求項２記載のデジタル放送受信機。
【請求項４】
　スケジュール制御部は、嗜好指数が最も高い番組の開始を通知する優先通知、前記嗜好
指数の高い順に番組をリストアップして同時に複数の番組の開始を通知する同時通知及び
番組開始の非通知を設定項目とする通知設定画面で選択された前記設定項目の内容を実行
することを特徴とする請求項１から請求項３のうちのいずれか１項記載のデジタル放送受
信機。
【請求項５】
　自身を搭載した車両の走行状態に関する情報を取得する車両情報取得部を備え、
　スケジュール制御部は、前記車両情報取得部により前記車両の走行中を示す情報が取得
されると、画面通知を不可として音声通知に切り替えることを特徴とする請求項１から請
求項４のうちのいずれか１項記載のデジタル放送受信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、デジタル放送受信機に係り、特に放送番組の視聴中に裏番組として放送が
開始されるユーザ嗜好の番組に関する情報を通知するデジタル放送受信機に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来のデジタル放送受信機において、ユーザが能動的に番組予約操作等を行えば、ユー
ザ嗜好の番組開始を知ることは可能であるが、ユーザはその都度、好みの番組の開始日時
を事前に調べて、自ら予約設定する必要があった。
【０００３】
　これに対して、例えば特許文献１に記載されるテレビジョン受像機では、ユーザの視聴
履歴として、番組名や視聴開始時刻、視聴終了時刻を蓄積しておき、現在視聴中の番組が
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過去に視聴した番組と異なる場合、過去と異なる番組を視聴している旨を通知する。この
ようにすることで、予め視聴予約の指定をすることなく、チャンネルを切り換えて確実に
視聴できるように、ユーザに対して警告通知することが可能である。
【０００４】
　また、特許文献２では、ユーザが視聴を希望する番組ジャンルを設定することにより、
放送信号から抽出した番組ジャンルにかかる番組情報に基づいて、上記視聴を希望するジ
ャンルの番組の開始を検出し、この検出に応じて希望の種類の番組が開始されることをデ
ィスプレイへの表示にて通知する。これにより、簡易な操作で視聴を希望する番組ジャン
ルの番組の開始をユーザが把握することができる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－３９６８１号公報
【特許文献２】特開２００４－３２２３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来のデジタル放送受信機において、ユーザ嗜好の番組を視聴したり、当該番組を録画
するには、ユーザがその都度、所望の番組の開始日時を調べて設定する必要があった。こ
のため、ユーザが予め所望の番組の開始日時を調べておかなければならず、番組を見逃し
たり、録画をし忘れる可能性がある。
【０００７】
　なお、特許文献１や特許文献２によれば、簡易な事前操作で番組開始や録画をすること
ができる。しかしながら、所望の番組の開始を通知させるには、特許文献１や特許文献２
においても、ユーザが自身の嗜好に合った番組を考慮して、当該番組を特定する情報（番
組の検索条件）を事前に設定する必要がある。また、特許文献１や特許文献２のように、
番組選定の条件として、ユーザが過去に視聴した番組や特定の番組ジャンルを設定するだ
けでは、ユーザが嗜好する番組を特定できない可能性もある。
【０００８】
　また、車載用のデジタル放送受信機では、安全上の配慮として車両走行中にテレビ映像
の表示が停止され、テレビ映像の視聴やメニュー操作等を行うことができない。このよう
に、テレビ映像の表示が停止されていたり、デジタル放送受信機自体が非アクティブな状
態である場合でも、ユーザ嗜好の番組が開始したことをユーザが認知可能な通知方法が望
まれる。
【０００９】
　さらに、デジタル放送受信機を複数人で利用する場合、必ずしも全員の嗜好が一致する
とは限らない。このように複数人がユーザであると、特許文献１や特許文献２では、視聴
中のユーザに対して意図しない番組通知がなされたり、他人に自身の嗜好が知られる場合
もあり、プライバシー上の問題がある。
【００１０】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、ユーザの番組視聴傾
向に合致する番組を自動的に登録することにより、ユーザが視聴傾向の蓄積に関する処理
を意識することなく、ユーザ嗜好に合致した番組の開始を通知することができ、またユー
ザが複数人である場合を考慮したユーザごとの設定や、映像が非アクティブな状態であっ
ても番組開始の通知が可能なデジタル放送受信機を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この発明に係るデジタル放送受信機は、放送局からデジタル放送を受信する受信部と、
前記デジタル放送を復調する復調部と、前記復調部が復調した復調信号から映像信号及び
音声信号を再生する再生部と、前記映像信号を画面表示する表示部と、前記音声信号を音
声出力する音声出力部と、外部から操作入力を受け付ける操作入力受信部とを備えたデジ
タル放送受信機において、前記操作入力受信部を介した番組に関する操作入力、前記復号
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信号に含まれる番組情報及び視聴時間から番組の視聴傾向を規定する蓄積条件が予め設定
されており、前記番組ごとの前記蓄積条件との合致回数に対して、合致した蓄積条件の出
現回数に応じた重み付けを施した値を嗜好指数として算出する嗜好解析部と、前記番組情
報と前記番組ごとの嗜好指数とを関連付けて記憶する記憶部と、前記記憶部に記憶された
番組の開始時刻になると、前記表示部の画面通知及び前記音声出力部の音声通知の少なく
とも一方により、前記嗜好指数に応じた前記番組の開始通知を実行するスケジュール制御
部とを備えるものである。
【発明の効果】
【００１２】
　この発明によれば、番組に関する操作入力、番組情報及び視聴時間から番組の視聴傾向
を規定する蓄積条件を設定しておき、番組ごとの蓄積条件との合致回数に対して、合致し
た蓄積条件の出現回数に応じた重み付けを施した値を嗜好指数として算出するとともに、
番組情報と番組ごとの嗜好指数とを関連付けて記憶部に記憶し、記憶部に記憶した番組の
開始時刻になると、表示部の画面通知及び音声出力部の音声通知の少なくとも一方によっ
て、嗜好指数に応じた番組の開始通知を実行する。このように、番組に関する操作入力、
番組情報及び視聴時間から番組の視聴傾向を規定する蓄積条件を用い、ユーザが視聴傾向
の蓄積に関する処理を意識することなく、自身の番組視聴傾向に合致した番組を自動的に
登録することにより、ユーザ嗜好に合致した番組の開始を通知できるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１によるデジタル放送受信機の構成を示すブロック図で
あり、この発明を車載用のデジタル放送受信機に適用した場合を示している。図１におい
て、アンテナ（受信部）１でデジタル放送の電波を受信し、受信信号をチューナ２に入力
する。チューナ（受信部）２で選局対象のチャンネルの周波数成分を抽出した後、ＯＦＤ
Ｍ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）復調部（復調部）３でデジタル信号
に復調し、トランスポートストリーム（復調信号）としてＤＥＭＵＸ４に入力する。
【００１４】
　ＤＥＭＵＸ４では、入力したトランスポートストリームを、オーディオストリーム、ビ
デオストリーム及びＳＩ（Service Information）情報（番組情報）に分離し、それぞれ
オーディオデコーダ（再生部）５、ビデオデコーダ（再生部）６及び制御部７へ出力する
。オーディオストリームは、オーディオデコーダ５によりデコードされ、音声制御部８を
介してスピーカ（音声出力部）８ａから音声出力される。また、ビデオストリームは、ビ
デオデコーダ６でデコードされ、映像制御部９を介してディスプレイ（表示部）９ａの表
示画面上に映像出力される。
【００１５】
　制御部７は、入力したＳＩ情報から番組に関する情報を取り出して加工した後、ＧＵＩ
（Graphical User Interface）部１０でバナー画面や、メッセージ画面などが作成され、
映像制御部９で映像と合成される。また、制御部７に入力されたＳＩ情報は、メモリ（記
憶部）１１に保存される。さらに、ユーザの操作によるリモコン入力をリモコン受信部（
操作入力受信部）１２で受け、制御部７で解釈して本受信機全体の動作を制御する。
【００１６】
　また、車両情報取得部１３は、例えば車速センサ等を有し、このデジタル放送受信機を
搭載した車両が走行中であるか否かの情報を取得して制御部７に出力する。制御部７では
、ユーザ嗜好の番組の開始を通知するにあたり、車両情報取得部１３から入力した車両に
関する情報を考慮して通知方法（画面通知又は音声通知）を選択する。
【００１７】
　図２は、図１中の制御部の内部構成及びその周辺構成との接続関係を示すブロック図で
ある。図２に示すように、制御部７は、ＳＩ情報制御部１４、ユーザ嗜好解析部（嗜好解
析部）１５、スケジュール制御部１６及び時刻管理部１７を備える。ＳＩ情報制御部１４
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は、ＳＩ情報を取り扱う処理を制御する構成要素であり、ＤＥＭＵＸ４から取得したＳＩ
情報を、メモリ１１におけるＳＩ情報記憶領域１８に保存する。
【００１８】
　ユーザ嗜好解析部１５は、予め設定されたユーザ嗜好蓄積条件のユーザ嗜好確率を算出
し、ユーザ嗜好情報としてメモリ１１のユーザ嗜好情報記憶領域１９に随時保存する。ス
ケジュール制御部１６は、ＳＩ情報制御部１４から取得した各放送局の次番組に関するＳ
Ｉ情報と時刻管理部１７で管理する時刻を基に裏番組の開始時刻を判定し、ユーザ嗜好解
析部１５から取得したユーザ嗜好情報に基づいて通知判定処理を行う。
【００１９】
　なお、通知判定処理では、例えば車両情報取得部１３からの車両情報に基づいて、現在
の受信機状態（アクティブ状態であるか、車載の場合は走行中であるか等）や、ユーザ設
定情報（図８で後述する通知設定）が確認され、画面通知又は音声通知の実行可否を判定
し、この判定結果に基づいて音声制御部８やＧＵＩ部１０に対して番組開始通知の実行指
示がなされる。
【００２０】
　次に動作について説明する。
（１）ユーザ嗜好番組の登録処理
　図３は、実施の形態１によるデジタル放送受信機によるユーザ嗜好番組の登録処理の流
れを示すフローチャートであり、この図に沿って動作の詳細を説明する。
　制御部７のユーザ嗜好解析部１５には、図４に示すようなユーザ嗜好蓄積条件が予め登
録されている。この発明では、リモコン受信部１２を介した番組に関する操作入力、トラ
ンスポートストリームに含まれるＳＩ情報及び視聴時間から番組の視聴傾向を規定する蓄
積条件として、ユーザ操作をトリガとする蓄積条件と自動成立での蓄積条件とを設けてい
る。
【００２１】
　ユーザ操作をトリガとする蓄積条件としては、例えば録画予約操作が実施された番組で
あるか（条件１）、録画予約済でかつ視聴された番組であるか（条件２）、電子番組表で
詳細情報が確認された番組であるか（条件３）、所定時間内で再度選局された番組である
か（条件４）がある。また、自動成立での蓄積条件としては、ＳＩ情報から特定される番
組ジャンル（番組検索条件）が現在視聴中の番組と同一の番組であるか（条件５）、現在
視聴中の番組が所定時間視聴を継続したか（条件６）がある。
【００２２】
　ユーザ嗜好解析部１５は、リモコン受信部１２で受けたユーザ操作が、図４中のユーザ
操作をトリガとする蓄積条件に合致するか否かを判定する。また、ユーザ嗜好解析部１５
は、図４中の自動成立での蓄積条件として、同一の番組ジャンルの裏番組であるか、所定
の視聴継続時間が計時された番組であるか等を判定する。これらの蓄積条件に合致する番
組があると、ユーザ嗜好解析部１５は、図５に示す条件ウェイト決定テーブル（１）に、
合致した条件の出現回数を保持する（ステップＳＴ１）。
【００２３】
　次に、ユーザ嗜好解析部１５は、所定の判定期間において条件ウェイト決定テーブル（
１）に保持された条件１～６全ての出現回数の総数に対する各条件１～６の出現比率を算
出し、各条件１～６のウェイト値として、図５に示す条件ウェイト決定テーブル（２）に
保持する。
【００２４】
　続いて、ユーザ嗜好解析部１５は、各番組ごとに上記条件１～６に合致した回数を判定
し、図６に示すユーザ嗜好番組特定テーブル（１）に、各番組Ａ～Ｚごとに条件の合致回
数を保持する。この後、ユーザ嗜好解析部１５は、条件ウェイト決定テーブル（２）に保
持した各条件１～６のウェイト値を、ユーザ嗜好番組特定テーブル（１）中の各条件の合
致回数に乗算し、ウェイト値を乗算した条件合致回数の指数が大きい順に番組を分類して
ユーザ嗜好番組特定テーブル（２）を作成する。
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【００２５】
　ここまでの処理が、ステップＳＴ２に相当し、上述のウェイト値を乗算した条件合致回
数をユーザ嗜好指数（以下、ユーザ嗜好確率と適宜称す）（嗜好指数）として算出する。
図６の例では、番組Ｃのユーザ嗜好確率が最も高く、ユーザに最も嗜好される番組である
と判定される。
【００２６】
　ユーザ嗜好確率を算出すると、ユーザ嗜好解析部１５は、ＳＩ情報制御部１４からユー
ザ嗜好確率を算出した対象番組のＳＩ情報を取得（ステップＳＴ３）し、これら対象番組
のＳＩ情報をＳＩ情報記憶領域１８に保存するとともに、これらＳＩ情報に関連付けて、
各番組のユーザ嗜好確率をメモリ１１のユーザ嗜好情報記憶領域１９に登録する（ステッ
プＳＴ４）。
【００２７】
（２）通知設定処理
　図７は、ユーザ嗜好番組の通知設定画面の一例を示す図である。ユーザ嗜好番組の通知
処理に先立ち、図７に示すような通知設定画面２０を表示して、ユーザによって番組情報
の蓄積や番組開始通知を設定できるようにしてもよい。ここで、通知方法欄２０ａでは、
図１０を用いて詳細を後述する通知方法（優先通知、同時通知、非通知）の選択を行う。
優先通知では、ユーザ嗜好確率が最も大きい番組のみの開始を通知し、同時通知では、裏
番組として放送が開始される番組がユーザ嗜好確率の大きい順に通知される。また、非通
知は、ユーザ嗜好番組の開始通知を行わない。
【００２８】
　車載用のデジタル放送受信機の場合、車両の走行状態に応じて、優先通知、同時通知、
非通知のいずれかを選択することができる。例えば、車両走行中にはテレビ映像の表示が
停止されるため、画面通知については非通知とし、音声通知に切り替える。また、車両が
駐車している場合は、優先通知や同時通知による通知に切り替えることで、ユーザの嗜好
に合致した番組をより的確に通知することができる。
【００２９】
　また、視聴傾向蓄積欄２０ｂには、ユーザごとの視聴傾向の蓄積可否、つまりユーザ嗜
好番組の登録を行うか否かが設定される。これにより、ユーザが複数人であっても、各ユ
ーザが、自身の視聴傾向蓄積の可否を選択することができる。なお、ユーザごとの設定も
可能である。
【００３０】
　前回リセット日欄２０ｃは、リセット実行ボタン２１でユーザ嗜好情報を削除した日付
を表示する欄であり、使用ユーザ欄２０ｄはユーザを表示する欄である。ユーザが、自身
の嗜好情報を削除したい場合、リセット実行ボタン２１を押下することにより、ＧＵＩ部
１０がその指令をスケジュール制御部１６へ伝え、スケジュール制御部１６の制御の下、
ユーザ嗜好解析部１５によって使用ユーザ欄２０ｄに表示されるユーザに対応する嗜好情
報が削除される。
【００３１】
（３）ユーザ嗜好番組の通知処理
　図８は、実施の形態１によるデジタル放送受信機によるユーザ嗜好番組の通知処理の流
れを示すフローチャートであり、この図に沿って動作の詳細を説明する。
　先ず、図９に示す番組表で放送がなされており、実施の形態１によるデジタル放送受信
機で、放送局（Ａ）の０１１ｃｈの「番組Ａ－１」を視聴中に、時刻が１９：００になっ
た場合を考える。このとき、スケジュール制御部１６が、ＳＩ情報制御部１４によってメ
モリ１１のＳＩ情報記憶領域１８から読み出された各放送局の次番組に関するＳＩ情報を
取得する。
【００３２】
　次に、スケジュール制御部１６は、取得したＳＩ情報をユーザ嗜好解析部１５に通知し
て、ユーザ嗜好解析部１５に上記次番組のユーザ嗜好情報を取得させる（ステップＳＴ１
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ａ）。図９の例では、ユーザ嗜好解析部１５が、裏番組として開始される「番組Ｂ－２」
、「番組Ｃ－２」、「番組Ｄ－２」、「番組Ｅ－２」を特定し、これら番組のユーザ嗜好
情報がメモリ１１の記憶領域１９から読み出される。
【００３３】
　続いて、ユーザ嗜好解析部１５は、読み出したユーザ嗜好確率を用いて、開始される裏
番組の通知優先度を判定する（ステップＳＴ２ａ）。例えば、「番組Ｂ－２」のユーザ嗜
好指数（ユーザ嗜好確率）が４．８０、「番組Ｃ－２」のユーザ嗜好指数が８．５５、「
番組Ｄ－２」のユーザ嗜好指数が７．５５、「番組Ｅ－２」のユーザ嗜好指数が６．２０
であるとすると、「番組Ｃ－２」、「番組Ｄ－２」、「番組Ｅ－２」、「番組Ｂ－２」の
順で通知の優先順位が判定される。
【００３４】
　上述のようにして決定された通知優先順位は、ユーザ嗜好解析部１５からスケジュール
制御部１６へ出力される。この後、スケジュール制御部１６は、ユーザ操作により音声通
知が設定されているか否かを判定する（ステップＳＴ３ａ）。例えば、リモコン受信部１
２で音声通知を指定する操作入力がなされていると、スピーカ８ａで番組の開始を音声通
知する。なお、車両情報取得部１３から車両が走行中である旨を示す情報（車速情報等）
が取得されている場合、スケジュール制御部１６は、画面通知を不可として音声通知に切
り替える。
【００３５】
　音声通知が設定されていると判定すると、スケジュール制御部１６は、通知設定画面２
０で予め設定された通知方法に従った通知内容を音声出力するように音声制御部８に対し
て音声通知を指示する（ステップＳＴ４ａ）。
【００３６】
　これにより、優先通知が設定されていれば、ユーザ嗜好確率が最も高い番組、つまり「
番組Ｃ－２」の開始が音声通知される。また、同時通知が設定されていた場合、裏番組と
して放送が開始される番組がユーザ嗜好確率の大きい順に通知される。ユーザ嗜好確率が
高い「番組Ｃ－２」、「番組Ｄ－２」、「番組Ｅ－２」、「番組Ｂ－２」の順で番組開始
が音声通知される。
【００３７】
　ステップＳＴ３ａで音声通知が設定されていない場合、若しくはステップＳＴ４ａで音
声通知がなされると、スケジュール制御部１６は、通知設定画面２０で設定された情報に
基づいて、画面通知の可否を判定する（ステップＳＴ５ａ）。このとき、通知設定画面２
０で非通知が設定されていない場合、スケジュール制御部１６は、通知設定画面２０で予
め設定された通知方法に従った通知内容を画面表示するようにＧＵＩ部１０に指示する（
ステップＳＴ６ａ）。
【００３８】
　図１０は、ユーザ嗜好番組開始の画面通知の一例を示す図である。図１０において、放
送局（Ａ）の０１１ｃｈの「番組Ａ－１」を視聴中に、時刻が１９：００になると、上述
の処理により、通知設定画面２０で予め設定された通知方法で処理がなされる。例えば、
優先通知が設定されていれば、「番組Ａ－１」の映像画面上に、ユーザ嗜好確率が最も高
い０４１ｃｈの「番組Ｃ－２」が開始した旨がウィンドウ枠に表示される。
【００３９】
　また、同時通知が設定されている場合、図１０に示すように、「番組Ａ－１」の映像画
面上に、ユーザ嗜好確率が上位の数番組（「番組Ｃ－２」、「番組Ｄ－２」、「番組Ｅ－
２」、「番組Ｂ－２」）がウィンドウ枠に表示される。なお、上述したウィンドウ表示は
、例えばポップアップのようなものであってもよい。非通知が設定されていれば、図１０
に示すように、裏番組が開始しても「番組Ａ－１」の映像画面上に通知を表示しない。
【００４０】
　以上のように、この実施の形態１によれば、番組に関する操作入力、番組情報及び視聴
時間から番組の視聴傾向を規定する蓄積条件を設定しておき、番組ごとの蓄積条件との合
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致回数に対して、合致した蓄積条件の出現回数に応じた重み付けを施した値を嗜好指数と
して算出するとともに、番組情報と番組ごとの嗜好指数とを関連付けてメモリ１１に記憶
し、メモリ１１に記憶した番組の開始時刻になると、ディスプレイ９ａの画面通知及びス
ピーカ８ａの音声通知の少なくとも一方によって、嗜好指数に応じた番組の開始通知を実
行する。このように、番組に関する操作入力、番組情報及び視聴時間から番組の視聴傾向
を規定する蓄積条件を用い、ユーザが視聴傾向の蓄積に関する処理を意識することなく、
自身の番組視聴傾向に合致した番組を自動的に登録することにより、ユーザ嗜好に合致し
た番組の開始を通知できる。
【００４１】
　また、この実施の形態１によれば、ユーザ嗜好解析部１５に、録画予約操作された番組
であるか否か（条件１）、録画予約され、かつ視聴された番組であるか否か（条件２）、
ＳＩ情報から抽出された電子番組表の放送内容が読み出された番組であるか否か（条件３
）、所定時間内に再度選局された番組であるか否か（条件４）、ＳＩ情報から抽出された
番組の検索条件が現在視聴中の番組と同一の番組であるか否か（条件５）、所定時間視聴
を継続した番組であるか否か（条件６）を蓄積条件として設定したので、ユーザの嗜好に
合致した番組を的確に登録することができる。
【００４２】
　さらに、この実施の形態１によれば、スケジュール制御部１６が、メモリ１１に記憶さ
れた番組の開始時刻になると、リモコン受信部１２で受け付けた画面通知又は音声通知を
指定する操作入力に応じて、画面通知又は音声通知により、番組の開始通知を実行する。
これにより、ユーザの嗜好に応じた番組開始の通知が可能である。
【００４３】
　さらに、この実施の形態１によれば、嗜好指数が最も高い番組の開始を通知する優先通
知、嗜好指数の高い順に番組をリストアップして同時に複数の番組の開始を通知する同時
通知、及び番組開始の非通知を設定項目とする通知設定画面２０を表示し、スケジュール
制御部１６が、通知設定画面２０で選択された設定項目の内容を実行する。このようにす
ることで、ディスプレイ９ａが非アクティブな状態であったり、表示不可である場合や、
複数人のユーザの各々が独自に通知内容を設定したい場合であっても、それぞれに応じた
番組開始の通知が可能である。
【００４４】
　さらに、この実施の形態１によれば、自身を搭載した車両の走行状態に関する情報を取
得する車両情報取得部１３を備え、スケジュール制御部１６が、車両情報取得部１３によ
り車両の走行中を示す情報が取得されると、画面通知を不可として音声通知に切り替える
ので、車両走行中により映像表示が停止された場合であっても、安全にユーザ嗜好番組の
開始を通知することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】この発明の実施の形態１によるデジタル放送受信機の構成を示すブロック図であ
る。
【図２】図１中の制御部の内部構成及びその周辺構成との接続関係を示すブロック図であ
る。
【図３】実施の形態１によるデジタル放送受信機によるユーザ嗜好番組の登録処理の流れ
を示すフローチャートである。
【図４】ユーザ嗜好蓄積条件の一例を示す図である。
【図５】条件ウェイト決定テーブルの一例を示す図である。
【図６】ユーザ嗜好番組特定テーブルの一例を示す図である。
【図７】ユーザ嗜好番組の通知設定画面の一例を示す図である。
【図８】実施の形態１によるデジタル放送受信機によるユーザ嗜好番組の通知処理の流れ
を示すフローチャートである。
【図９】番組表の一例を示す図である。
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【図１０】ユーザ嗜好番組開始の画面通知の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１　アンテナ（受信部）、２　チューナ（受信部）、３　ＯＦＤＭ復調部（復調部）、
４　ＤＥＭＵＸ、５　オーディオデコーダ（再生部）、６　ビデオデコーダ（再生部）、
７　制御部、８　音声制御部、８ａ　スピーカ（音声出力部）、９　映像制御部、９ａ　
ディスプレイ（表示部）、１０　ＧＵＩ部、１１　メモリ（記憶部）、１２　リモコン受
信部（操作入力受信部）、１３　車両情報取得部、１４　ＳＩ情報制御部、１５　ユーザ
嗜好解析部（嗜好解析部）、１６　スケジュール制御部、１７　時刻管理部、１８　ＳＩ
情報記憶領域、１９　ユーザ嗜好情報記憶領域。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】

【図８】
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